
項 ⽬ 内 容

名称 イヌハッカ 、チクマハッカ、キャットニップ [英]Catnip、Cataire、Catmint、

Catswort、Field Balm など [学名]Nepeta cataria L.

概要 イヌハッカは、シソ科の⼀年⽣または多年⽣草本。短い柔⽑を有し、⾼さ1 m程度

に⽣⻑する。

法規・制度 ■⾷薬区分

・葉、花穂︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質

(原材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・イリドイド、タンニン、揮発油、カロテン等を含む (33) 。

・イヌハッカは揮発油を0.2〜1％含んでおり、揮発油はネペタラクトン



(nepetalactone) 、イソネペタラクトン、ジヒドロネペタラクトン、ネペタール

酸、カリオフィレン、オイゲノールなど含む (7) 。

分析法 ・イヌハッカ中のネペタラクトンをHPLCまたはHPLC/MSにて分析した報告がある

(PMID:11817179) (PMID:17439017) 。
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循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=11817179&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=17439017&dopt=Abstract
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